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戦後の集合住宅団地の配置計画･設計はイギリスなどヨーロッパの 

ニュータウンの開発･計画を手本に、東大に新設された都市工学科の 

高山研究室や日本住宅公団などで計画された。 

高度成長期には都市近郊の大規模団地をはじめ、千里ニュータウン、

高蔵寺ニュータウン、多摩ニュータウンなどが続々計画された。 

これら集合住宅団地の住宅地としての維持管理計画は体系化されぬ

まま放置された状況にあった。 

集合住宅団地の屋外環境整備事業は団地サービスと緑住環境設計の

松岡二三夫氏が始めた。 

私は、横国大卒業後勤務していた大谷研究室が手掛けた「こどもの

国」のパビリオンで、イサムノグチ氏のランドスケープデザインの手

伝いをしたことから始まる。 

その後、居住した鶴川６丁目団地管理組合で活動を始めたころ、同

じ団地に住んでいた東京農大の造園科学科の蓑茂寿太郎教授や麻生恵

さんが立ち上げた居住者組織「植物友の会」を通して、団地の植栽の

役割と維持管理を学んだ。 

団地住棟の維持管理や修繕計画・設計と合わせて、屋外環境整備計

画や一団地辺区設計など手がけ、団地再生を試みてきた。 

屋外環境整備事業による団地再生は未完成の仕事ですが、これまでの試みを総括しようと考えています。 
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